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一 

 



 

株
式
会
社
東
洋
シ
ー
ト
（
本
社
所
在
地
広
島
県
安
芸
郡
海
田
町
東
海
田
五
五
八
七
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
） 

 

に
お
い
て
、
会
社
の
従
業
員
が
加
盟
し
て
い
る
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
（
東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
一
五
番
一
一

号 

以
下
「
全
国
金
属
」
と
い
う
。
）
並
び
に
全
国
金
属
東
洋
シ
ー
ト
支
部
（
以
下
「
支
部
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に
労
使

紛
争
が
続
い
て
い
る
や
に
聞
い
て
い
る
の
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

会
社
と
全
国
金
属
並
び
に
支
部
と
の
労
使
紛
争
の
原
因
、
現
状
、
経
過
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

全
国
金
属
及
び
全
国
金
属
兵
庫
地
方
本
部
（
神
戸
市
生
田
区
仲
通
り
四
―
二
六 

以
下
「
地
本
」
と
い
う
。
）
が
、

会
社
に
対
し
て
団
体
交
渉
の
申
入
れ
を
な
し
た
と
こ
ろ
、
会
社
は
全
国
金
属
の
組
合
員
は
い
な
い
と
し
て
団
体

交
渉
を
拒
否
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
会
社
従
業
員
の
中
に
は
全
国
金
属
の
組
合
員
は
い
な
い
の
か
ど
う

か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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三 

 



 

 

四 
三 
会
社
の
労
使
紛
争
に
つ
い
て
、
兵
庫
県
地
方
労
働
委
員
会
、
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
な
ど
に
地
本
、
全
国

金
属
な
ど
か
ら
不
当
労
働
行
為
の
申
立
て
が
で
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
救
済
内
容
並
び
に
進
行
状
況

に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

今
回
の
全
国
金
属
並
び
に
支
部
に
対
す
る
組
織
攻
撃
に
多
数
の
職
制
が
動
き
、
か
つ
こ
の
間
多
数
の
職
制
は

職
制
上
の
地
位
が
昇
格
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
事
実
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
た
の
か
ど
う
か
具
体
的
に
示

さ
れ
た
い
。 

五 

今
回
の
全
国
金
属
並
び
に
支
部
に
対
す
る
組
織
攻
撃
は
、
東
洋
工
業
の
指
示
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
事
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

会
社
は
、
東
洋
工
業
株
式
会
社
の
関
連
下
請
企
業
と
聞
い
て
い
る
が
、
会
社
と
東
洋
工
業
株
式
会
社
と
の
関

連
、
す
な
わ
ち
資
本
、
人
事
、
経
営
、
生
産
、
労
務
政
策
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


